
はじめに
GoAI 2.0 は、インターネットに接続することなく、
エッジに埋め込まれた畳み込みニューラルネットワーク(CNN)を使用して、
センサー入力(カメラ、マイク、IMU)からの推論(オブジェクト、フレーズ、ジェスチャー
の検出)を行う GOWIN の機械学習プラットフォームです。

ソフトウェア
GoAI 2.0 SDK は、追加の RTL や Cコードを書くことなく、機械
学習モデルを GOWIN FPGAに直接デプロイするために必要なすべ
てのファームウェアを生成します。
TensorFlow の機械学習モデルをGOWIN FPGAに展開するための
ソフトウェアツールとスクリプトのセットです。

ハードウェア
トレーニングされたTensorFlowモデルをFPGA上で効率的に実行
するために開発されたGOWIN製アクセラレータIPを無償で提供し
ております。

GoAI 2.0 は 3つのファイルを GOWIN FPGAにロードすることで実装できます。
これらはすべて、GoAI 2.0 SDKソフトウェア内で自動的にロードすることが可能です。
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GOWIN の GoAI 2.0 機械学習アクセラレータ

 スタンドアロンMCUと比較して80倍以上の性能向上を提供。

 また、他の制御やフロントエンドの処理タスクのためにMCUが利用できるように、計算量が多い機

能をオフロードすることも可能です。

GOWIN の GoAI 2.0 には、異なるタイプのセンサー入力用の3種類のデモ用

FPGAビットストリームをご用意

GoAI 2.0 組み込み開発ボード・ラインナップ

1. 柔軟性と適応性
・TensorFlow の各リビジョン対応
・バッファリング、フロントエンド処理

2. 低コスト、小型、低電力
・6x6mm QFN48パッケージ
・20mW以下のアクティブ処理
・4〜8MBの拡張メモリ

3. 使いやすい
・Arm® Cortex®-M3プロセッサ
・Tensorflowフラットバッファ統合
・1つのプラットフォームで多くの用途に対応
（画像、音声、ジェスチャー）


